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活動のタイトル 健康経営を社内外へ発信 

活動期間の始期（年月日） 2023/4/1 

活動期間の終期（年月日） 2024/6/30 

取り組みに至る背景 

2007年会社設立後、「地域密着ＦＭラジオ局（ＦＭびゅー）」として、2008年 8

月 10 日から本放送を開始し、日々の生活に役立つ情報発信を心がけています。社

員数が少なく日々の業務に追われ時間が足りず、休みも無いというこれまでの状況

を放送局だから仕方ないと続けていれば、会社は疲弊し地域住民に役に立つ放送を

続けられなくなることから、地域住民のための大切な放送局の存続が難しくなりま

す。実際年齢上昇とともに不調を訴える者や健康診断の結果がおもわしくない者が

出はじめたため、仕事の仕方と生活の両面を把握し改善を目指す対策を早急にした

いと考えました。 

参加人数 6 

活動内容について 

経産省の「健康経営優良法人認定」に取り組むことにより、健康に関する活動の継

続と、手段や目標が定まり健康を維持するための具体的な施策を実践できるように

なることから、その効果検証にも目を向けられるようになってきました。  社内

の具体的な取り組みとしては、健康習慣アンケートによる現状把握と個人面談、健

康診断再検査等の１００％実施、４階事務所まで階段の積極的利用、スマホアプリ

による歩数管理、栄養機能食品の提供、体力測定会実施及び Youtube 配信、オーダ

ーメードまくら支給、体脂肪計の設置、喫煙者ゼロ、ウォーターサーバー設置、年

に数回の食事会や旅行など、様々なことにチャレンジしています。またラジオ放送

やＳＮＳ等を活用して、健康に関する情報発信も積極的に行い、地域住民の健康づ

くりにも寄与したいと考えています。 

アピールポイント 

体力測定では、公式体力測定＋なわとびを会社行事として内部的にやるのではな

く、Ｙｏｕｔｕｂｅ番組として制作して公開する仕事を兼ねて行いました。この仕

事をしていると時間的余裕がなく運動不足解消を図れないという悩みを解決するた

め、仕事が忙しくて運動ができないなら、仕事で運動をしてしまおうという目的で

す。会社行事＋番組制作の両面から体力測定を実施することで、仕事だからやらな

ければという気持ちで積極的に体を動かすきっかけづくりになり、自分の体力を認

識、運動不足を実感できました。運動の大切さに気づき、今後の必要性を意識でき

ました。栄養機能食品の会社支給では、健康に与える効果があると言っても、目に

は見えないが、これを飲むということ自体が、健康を意識するきっかけになってい

ます。簡単に美味しく、個人の費用負担なく続けられること。配達販売店にスポン

サーとなって広告協賛していただき協力してもらうことで、会社の費用負担も無い

ことが特徴です。 なるべく費用をかけずに、楽しみながら効果的にを意識してい

ます。 

活動の成果 

活動の成果： 社内の禁煙率 100％、健康診断再検査受診率 100％、など良い状態を

継続中です。健康習慣アンケート後の個人面談は、現状の健康状態精神状態把握に

役立つため、仕事の仕方に気を遣うこともできます。各自がスマホに歩数アプリを

入れるなどにより、日常的に健康を意識し、健康に関する話題が社内で飛び交うこ

とにもつながっています。 

財政健全化への貢献度 

売上高 2022 年度 73,333,087 と 2023 年度 89,209,020を比較すると 18％上昇して

いることから、この取り組みによる生産性向上効果も一部寄与している可能性があ

ります。ただし健康経営取り組みから３年程度のため、生産性向上や財政健全化へ

の貢献が明らかに見えるところまでに至っていないため、今後は様々なデータによ

る数値的比較を継続して行っていきたいと考えています。 
 



２０２３年１０月１日（更新：12月3日頁追加）

室蘭まちづくり放送株式会社

代表取締役社長 沼田 勇也

室蘭まちづくり放送㈱の取り組み２０２３年度

健康経営優良認定法人 認定にむけて



健康経営
ＦＭびゅーの健康経営の取り組み方

健康経営方針

ＦＭびゅーは、すべての地域住民が健康で明

るい生活を送り続けられるために、コミュニ

ティＦＭの使命として、地域と一体となった健

康経営活動に取り組む

・従業員の健康維持向上のため

・地域住民の健康維持向上のため

・地域住民と一緒に健康を維持向上するため

2023年4月1日制定



健康経営
「健康習慣アンケート2023」結果から

現状

①規則正しい食事と②定期的な運動の不足

③多忙によるメンタルヘルスへの不安解消

理由

仕事が不規則・多忙により、食事や運動など自分の健康に気を

遣う時間的余裕がない。自分の時間が無く高ストレス状態。

改善策

労働時間や家庭（家事、子育て）時間などを考えると、24時間し

かない中で個人の努力任せでは改善が難しい。

そこで、

①会社の業務として運動に取り組み、まずは自分の健康につ

いて考える動機づけと運動の開始に取り組む。

②健康を意識した食事（飲料）を会社支給する。

③社員旅行を兼ねた企画を実施する。



健康経営
新しい取組み内容

■食事

機能性表示食品 会社支給

「ミルクコミュニケーションハシモト」の宅配協力により、機能性

表示食品（飲料）の全額会社負担による社員への支給。

会社冷蔵庫に常備し自由に利用可能



健康経営
新しい取組み内容

運動を継続的に行える環境整備のため、勤務時間内でも運動のため

に使用してよい１時間を与える「健康促進運動時間制度」社内規定化

■運動

「室蘭市スポーツ協会」の協力により、業務として体力測定会を

実施。現状の把握と、体力維持向上について確認する。

社内行事としてのみならず、番組として制作しYouTubeに公開、

地域住民への運動習慣啓発も行う。（9月9日実施。12月公開予定）

https://fmview.jp



健康経営
新しい取組み内容

■多忙によるメンタルヘルスケア

業務多忙等によるメンタルヘルスへの影響を考慮したケアが必要。「栗林トラ

ベル・サポート」の協力により、地域住民と行く社員旅行（沖縄ツアー）として企

画実行。（12月1～3日実施）



健康経営
まとめ

「健康経営」取り組み強化により期待すること

↓

各自がより健康を意識するようになる。

・１日の歩数を気にする

・体重など健康状態を意識する

・運動機会を増やす（歩く、階段、ジム・・・）

・食事と健康について気にする

・確実に休日数を消化し自分時間を確保する

来年度のアンケート調査で変化を確認。



その他：地域住民向け「健康情報」発信等の継続

■健康関連番組による情報提供

■医療機関、病院による番組（提供番組）

日鋼記念病院、大川原脳神経外科病院、三愛病院 ほか

■その他の番組情報源

室蘭市スポーツ協会、室蘭保健所、市立室蘭総合病院

室蘭市、登別市、伊達市、豊浦町、洞爺湖町、壮瞥町

■地域情報発信により地域住民の外出機会促進



「第３８回 全国青年の集い２０２４ｉｎ福井 健康経営大賞」 

吉村アドバイザーフィードバックシート 

 

 

 

対象：ファイナリスト単位会・部会員企業 

 

【単位会】 

（局連・県連） 良かった点・評価できるポイント 今後の取り組みに向けてのアドバイス 

室蘭まちづくり

放送株式会社

（北海道・室蘭

地方） 

・放送局という業態と、社員数が少ない

ことによる課題に直面しながらも、知

恵を絞り、「室蘭市スポーツ協会」と協

力して体力測定会を実施し、社内行事

としてだけではなく、番組として制作

し、YouTubeに公開するなど業務の中で

できる健康づくりに取り組んでおり、

感銘を受けました。 

・放送局という業態を活かした地域密着

の取り組みであり、地域住民を巻き込

んだ活動であるという点が評価できる

ポイントであると思います。 

 

・放送局だからこそできる取り組みとい

うこともあり、これからも継続して活

動して欲しい思います。 

・来年度、取り組みによってどのような

影響が表れたか、確認できることを楽

しみにしています。ぜひ効果の「見える

化」を意識した測定の方にも力を入れ

ていただければと思います。 

 

吉村健佑氏：精神保健指定医・労働衛生コンサルタント・公認心理師・ 

千葉大学医学部附属病院 特任教授・産業医・ 

全法連青連協健康経営プロジェクトアドバイザー 

 




